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要  旨 

平成８年度に検討した農薬の系統分析法により、平成９年度中に収去された試料について残留農

薬の検査を実施した。合計１５８検体のうち３０検体から農薬を検出し，そのうちバナナ２検体か

ら食品衛生法の基準値を超えるビテルタノールを検出した。 

 

1．緒  言               

 平成８年度に検討した農薬の系統分析法１）(以下

前報とする)に若干の検討を加え，平成９年度の検

査実施したので，その概要を報告する。 

 

2．方  法 

2-1 試 薬 

 溶媒，試薬等については，前報の通りである。

標準溶液の種類，添加回収試験の添加濃度，及び

各農薬の定量下限値を表１に示した。 

2-2 装 置 

 機器の更新により新たに導入されたガスクロマ

トグラフ（GC/FPD,GC/NPD）の操作条件，及び確認

のための質量分析器（GC/MSD）の操作条件を表２

に示した。その他のガスクロマトグラフ，高速液

体クロマトグラフ，ゲル浸透クロマトグラフィー

（GPC）装置については，前報と同じである。 

2-3 前処理方法 

 前報に対し，以下の点に変更を加えた。 

大豆，落花生については，サンプリングする前

にほぼ同量の水を加えて一晩放置した後，均質化

する操作を加えた。 

食肉については，昭和62年8月27日付衛乳第43号

により，アセトンとヘキサンの混液で抽出して得

られた脂肪を秤取し，ヘキサン／アセトニトリル

分配により大部分の脂肪を除いた後，GPCとミニカ

ラムで精製した。 

茶については，平成7年8月14日付厚生省告示(3)

BHC等の試験法②果実，野菜及び茶の試験法を準用

し，熱水抽出液からアセトンとヘキサンで抽出し

たものについて，有機リン系農薬は濃縮後アセト

ンで定溶，有機塩素系とピレスロイド系農薬は，

ミニカラムで精製後濃縮，ヘキサンで定溶しGC溶

液とした。 

また，有機塩素系とピレスロイド系の精製方法

を変更して，表３の通りとした。 

2-4 定量及び確認方法 

前報同様，ピーク面積により定量し，検出した

農薬については，有機リン系はNPDとMSDで，その

他の農薬はMSDで少なくとも3種のイオンについて

標準溶液のクロマトグラムと同一保持時間のピー

クを確認した。 

異性体のピークが複数に分かれる農薬（ｼﾊﾛﾄﾘﾝ，

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ,ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ,ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ,ﾃﾄﾗﾒｽﾘﾝ,ｼﾌﾙﾄﾘﾝ,ﾌﾙｼ

ﾄﾘﾈｰﾄ,ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ,ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ,ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ,ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰ

ﾙ,ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ）については、面積の和で定量した。 

2-5 添加回収試験 

前報同様，混合標準溶液を添加し，30分以上放

置した後検査を開始した。ただし，食肉について

は，抽出し秤取した脂肪に，茶については，熱水



抽出物に添加した。 

 

3．結果および考察 

3-1 添加回収試験結果 

結果を表４－１～表４－４に示した。 

有機リン系のパイナップルのように，回収率が 

１００％を大きく超えたり，イソキサチオン，ESP

スルホンなどの農薬が回収されないのは，注入口，

カラム先端の汚れが原因と考えられ，インサート

を交換しカラム先端を切り取ることにより改善す

ることができた。 

有機リン系のダイアジノン，ピリミホスメチル，

フェナミホス，アジンホスメチルなどが酸性の果

物で回収されない傾向があったので，抽出又は酢

酸エチル転溶時のpHについて検討する必要がある

と思われる。 

塩素系のキャプタン，カプタホール，ＴＰＮな

どは，植物中に含まれる成分の影響で前処理中に

変化してしまうことが知られており，これを防ぐ

ためにリン酸で処理しているが，トマト，リンゴ，

カキなどのようにリン酸処理を行わなくても回収

されているものと，スイカ，マンゴーのようにリ

ン酸処理を行わなかったために回収されていない

ものがあり，植物の種類による差がみられた。 

3-2試料の調査結果  

平成９年度中に収去で持ち込まれた検体の検査

結果を表５－１に示した。検査項目数は，検討し

た項目のうち，同時に行った添加回収試験の回収

率が ５０%以上のものを計上した。 

農薬を検出した食品については，その濃度を表

５－２に示した。この内バナナ２検体からは，基

準値（0.5ppm）を上回るビテルタノール（A:0.60p

pm , B:0.72ppm）を検出した。これらについて皮

を除いた可食部のみの検査を行ったところ，その

濃度はA:0.04ppm , B:0.07ppmであり，一日許容摂

取量（ADI）を0.0015mg／kg体重／日として，仮に

体重60kgの人が一日に摂取可能な量を計算すると，

それぞれ A:2.5kg , B:1.4kg となった。 

 

4．結  語 

  昨年度検討した野菜，果物の他，茶，食肉など

を加えた 158 検体中 30 検体から 16 種類の農薬を

検出した。 

  今後は，①農薬を検出した食品を用いた繰り返

し精度の検討，②マトリックスの影響をなるべく

受けない GC の分析条件の検討③標準溶液のばらつ

きの検討等を行い，検査精度の確保に役立てたい。 
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Pesticide Residues in Food 
Collected in Sapporo City during Fiscal 1997 
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  16-kind pesticides were detected in 30 out of 158 food samples tested during fiscal 1997. 
  The concentrations of bitertanol in two bananas (0.60μg/g and 0.72μg/g) were beyond the regulation limit 
(0.5μg/g) of Food Sanitation Law.The levels in their edible portion were 0.04μg/g and 0.07μg/g respectively. 
 

 



 

表１ 定量下限値と有機塩素系の添加濃度（単位：μｇ／ｇ） 

有機塩素系 添加濃度 定量下限 有機リン系 定量下限 有機窒素系 定量下限 

α-BHC 0.004 ﾒﾀｸﾘﾎｽ 0.01 ﾌﾟﾛﾊﾟﾓｶﾙﾌﾞ 0.01
β-BHC 0.004 ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ 0.005 ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ 0.005
γ-BHC 0.004 ﾎﾚｰﾄ 0.005 ﾋﾟﾘﾐｶﾙﾌﾞ 0.005
δ-BHC 0.004 

合計0.005 
肉は0.05 

ｻﾘﾁｵﾝ 0.01 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 0.02
OP'-DDT 0.004 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 0.01 ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 0.01
PP'-DDT 0.004 ｴﾄﾘﾑﾎｽ 0.01 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 0.05
PP'-DDD 0.004 IBP 0.01 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ 0.01
PP'-DDE 0.004 

合計0.005 
肉は0.05 

ｼｱﾉﾎｽ 0.01 ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 0.01
ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 0.004 0.005 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ 0.005

ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 0.004 0.005 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ 0.01
ｴﾝﾄﾞﾘﾝ 0.004 0.005 ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ 0.005 ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ 0.01

ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙ 0.004 0.005 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.01 ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 0.01
ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｼﾄﾞ 0.004 0.005 ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ 0.01 ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01

ＣＮＡ 0.004 0.005 ﾎﾙﾓﾁｵﾝ 0.01 ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ 0.01
ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 0.05 0.01 ﾏﾗﾁｵﾝ 0.01 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.05

ＴＰＮ 0.004 0.005 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 0.01 ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 0.01
ｼﾞｺﾎｰﾙ 0.02 0.01 ﾊﾟﾗﾁｵﾝ 0.01 ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ 0.01
ｷｬﾌﾟﾀﾝ 0.02 0.01 ﾌﾞﾛﾓﾎｽｴﾁﾙ 0.01 ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 0.02

ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 0.02 0.01 ｷﾅﾙﾎｽ 0.01 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ 0.01
ｸﾛﾙﾍﾞﾝｼﾞﾚｰﾄ 0.02 0.005 ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ 0.01 ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01

ＣＮＰ 0.004 0.005 ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ 0.005 ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01

ｶﾌﾟﾀﾎｰﾙ 0.02 0.01 ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ 0.01
ﾌﾞﾛﾑﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ 0.02 0.01 ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 0.01

ﾒﾄｷｼｸﾛﾙ 0.02 0.01 ﾌｪﾅﾐﾎｽ 0.005 Ｎ－メチルカーバメート系 

ｼﾊﾛﾄﾘﾝ 0.01 0.02 ｲｿｷｻﾁｵﾝ 0.01  定量下限 

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.04 0.02 ｴﾁｵﾝ 0.01 ｵｷｻﾐﾙ 0.005
ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.04 0.01 ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ 0.02 ﾒｿﾐﾙ 0.01
ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ 0.02 0.01 ﾌｪﾝｽﾙﾎﾁｵﾝ 0.02 ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞ 0.005
ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ 0.02 0.01 ｼｱﾉﾌｪﾝﾎｽ 0.01 ﾒﾄﾙｶﾙﾌﾞ 0.01

ｴｸﾛﾒｿﾞｰﾙ 0.02 0.01 EPN 0.02 ＰＨＣ 0.01
ｷﾝﾄｾﾞﾝ 0.004 0.01 ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01 ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 0.01

ﾌﾟﾛﾊﾟﾆﾙ 0.02 0.01 ﾎｽﾒｯﾄ 0.01 ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 0.005
ｱﾚｽﾘﾝ 0.02 0.01 ﾎｻﾛﾝ 0.02 ｷｼﾘﾙｶﾙﾌﾞ 0.01

α-ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ 0.01 ﾋﾟﾗｸﾛﾎｽ 0.01 ＸＭＣ 0.01

β-ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ 0.01 合計0.01 
ﾃﾙﾌﾞﾎｽ 0.005*1)

ｴﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 0.01

ＮＩＰ 0.02 0.01 ﾎﾉﾎｽ 0.01 ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 0.1
ﾆﾄﾗﾘﾝ 0.02 0.01 ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝ 0.005 ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 0.01

ﾃﾄﾗﾒｽﾘﾝ 0.1 0.05 ｼﾞｸﾛﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.003 ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ 0.005

ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 0.02 0.01 ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ 0.02
ﾋﾞﾌｪﾉｯｸｽ 0.01 0.01 ﾌｪﾝｸﾛﾙﾎｽ 0.01

ｼﾌﾙﾄﾘﾝ 0.04 0.05 ﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01
ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ 0.02 0.005 ﾌﾞﾛﾓﾎｽﾒﾁﾙ 0.01
ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 0.02 0.005 ｲｿﾌｪﾝﾎｽ 0.01*2)

ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ 0.02 0.01 ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ 0.02

ESPｽﾙﾎﾝ 0.01
ﾌﾟﾛﾊﾟﾎｽ 0.005

ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ 0.005
ｽﾙﾌﾟﾛﾎｽ 0.01

 

ﾄﾘｱｿﾞﾎｽ 0.005
*1) 穀類を除く ﾚﾌﾟﾄﾎｽ 0.01
*2) 穀類，せり科野菜を除く ﾋﾟﾍﾟﾛﾎｽ 0.005

 ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ 0.01

 



表２－１ ガスクロマトグラフ（FPD)装置と操作条件 
装置： HP6890 検出器： FPD(Pフィルタ） キャリアガス： ヘリウム 

注入口温度： 250℃ 初期注入圧力： 15.0 psi スプリットレスパージ時間： 2.0分 

カラム： DB-1701（30m×0.32μm id×0.25μm） 
オーブン温度： 60℃(2.0分)－15.0℃／分－210℃(2.0分)－3.0℃／分－260℃(0分) 

コンスタントフローモード 平均線速度： 50.0cm／sec  
検出器温度： 250℃ FPD水素流量： 150ml／分 FPD空気流量： 110ml／分 

メークアップガス： 窒素 メークアップガス流量（コンスタント：ｶﾗﾑ+ﾒｰｸｱｯﾌﾟ）： 15.0ml／分 

注入量： 2μｌ 

 

表２－２ ガスクロマトグラフ（NPD)装置と操作条件 
装置： HP6890 検出器： NPD キャリアガス： ヘリウム 

注入口温度： 250℃ 初期注入圧力： 10.0 psi スプリットレスパージ時間： 2.0分 

パルスドスプリットレスパルス圧： 30.0ｐｓｉ パルス時間： 2.0分 

カラム： HP-5（30m×0.32μmid×0.25μm） 
オーブン温度： 60℃(2.0分)－20.0℃／分－180℃(2.0分)－5.0℃／分－280℃(4分) 

 コンスタントフローモード 平均線速度： 34.0cm／sec 
検出器温度： 280℃ NPD水素流量： 3.0ml／分 NPD空気流量： 60.0ml／分 

メークアップガス： ヘリウム メークアップガス流量（コンスタント：ｶﾗﾑ+ﾒｰｸｱｯﾌﾟ）： 5.0ml／分 

注入量： 2μｌ 

 

表２－３ ガスクロマトグラフ（MSD)装置と操作条件 
装置： HP5890 検出器： HP5989A キャリアガス： ヘリウム 

注入口温度： 230℃ 検出器温度： 280℃ イオン源温度： 250℃ 

四重極温度： 100℃ 

カラム： DB-5（30m×0.25μm id×0.25μm） 
オーブン温度： 60℃(2.0分)－20.0℃／分－180℃(2.0分)－5.0℃／分－280℃(4分) 

コンスタントフローモード 平均線速度： 35.0cm／sec 注入量： 1μl 
  確認に使用した主なｍ／ｚ 

ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ： 286，288，290 ﾊﾟﾗﾁｵﾝ： 235，275，291 
ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ： 197，199，314，316 ｼﾞｺﾎｰﾙ： 139，111，251 

ﾏﾗﾁｵﾝ： 127，173，256 ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ： 125，145，302 
ｴﾁｵﾝ： 125，153，231，384 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ： 168，170，171，268 

ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ： 125，141，181 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ： 187，189，314，316 
ｼﾊﾛﾄﾘﾝ： 181，197，208 ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ： 157，181，199 
ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ： 183，163，127 ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ： 195，241，277 
ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ： 96，283，124 ｷｬﾌﾟﾀﾝ： 79，107，149，264 

 

表３ 有機塩素系，ピレスロイド系のミニカラムによる精製方法 
Cl画分の精製： Accubond Silica(1g，6cc）を３％エーテル／ヘキサン10mlで洗浄 

 GPC後濃縮し，３％エーテル／ヘキサンで2mlとしてカラムに負荷する 

 試験管をで2回洗いこれも負荷する 
ClFr-1： 負荷時流出液＋15％エーテル／ヘキサン10ml溶出液 
ClFr-2： さらに50％エーテル／ヘキサン10mlで溶出したもの 
ClFr-3： さらに50％アセトン／ヘキサン10mlで溶出したもの 

 
フルバリネート画分の精製： Accubond Florisil(1g，6cc）をヘキサン5mlと3%ｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ5mlで洗浄 

 GPC後濃縮し，３％エーテル／ヘキサンで2mlとしてカラムに負荷する 

 試験管をで2回洗いこれも負荷する 
 負荷時の流出液は捨てる 

FlFr-1： 30%エーテル／ヘキサン10mlで溶出したもの 

 

 



表４－１ 有機塩素系農薬の回収率（単位：％） 
 ﾀﾏﾈｷﾞ 

*1) 
ﾄﾏﾄ 大豆 ｽｲｶ ｶﾎﾞﾁｬ

*1) 
ﾏﾝｺﾞｰ ﾋﾟｰﾏﾝ ﾘﾝｺﾞ ｶｷ 茶 ﾊﾞﾚｲｼ

ｮ 

ｷｭｳﾘ 
*1) 

ｴﾋﾞ 鶏肉 

α-BHC 82.1 86.9 95.9 96.7 55.5 60.5 82.2 70.5 71.6 59.2 95.1 72.3 44.2 74.0 
β-BHC 124 112 121 102 61.9 70.0 90.1 68.3 86.8 98.5 67.3 90.5 69.1 87.1
γ-BHC 65.4 109 124 60.2 57.6 56.3 76.7 78.4 70.8 101 90.9 71.7 15.1 77.9
δ-BHC 138 93.1 82.0  72.2 72.0 77.8 108 76.5 80.1 79.0 88.4 72.7 58.2 81.7

OP'-DDT 90.3 91.8 116 95.5 165 85.1 109 79.9 96.6 44.0 126.9 131 81.9 85.4
PP'-DDT 125 86.4 89.4 114 106 108 111 90.8 97.4 78.3 98.8 79.5 60.7 76.0 
PP'-DDD 118 94.6 86.0  64.4 116 87.6 101 70.9 89.5 98.4 79.1 110 63.4 95.0 
PP'-DDE 90.2 85 90.9 76.1 99.6 74.6 103 90.0 69.4 49.8 98.7 73.5 68.4 72.1

ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 87.7 75.9 82.3 59.3 50.1 55.3 85.1 57.9 60.8 26.0 82.6 60.9 46.6 49.2
ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 68.7 92.3 79.0  72.9 83.2 71.6 90.8 83.7 73.0 50.3 81.8 69.4 70.8 85.9

ｴﾝﾄﾞﾘﾝ 106 111 64.3 80.7 132 80.1 94.6 87.1 67.4 55.4 162 110 83 85.4
ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙ 153 107 70.0  62.9 62.9 63.4 87.4 73.0 86.3 45.9 109 58.3 63.7 79.6

ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｼﾄﾞ 94.6 87 71.7 80.7 66.0 74.0 92.7 84.8 76.8 58.6 101 72.9 77.6 75.5
ＣＮＡ 46.3 118 106 46.6 96.8 102 69.2 83.9 75.4 62.3 103 65.5 85.3 79.4

ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 76.8 92.8 112 99.8 122 139 116 111 87.8 92.8 97.1 87.7 71.7 90.9
ＴＰＮ 75.9 93.9 75.3 52.4 67.8 0 90.6 112 88.8 89.3 95 54.3 0.8 83.9

ｼﾞｺﾎｰﾙ 63.4 58.4 148 75.9 22.9 47.9 51.9 120 57.2 31.6 70.8 46.2 59.6 77.9
ｷｬﾌﾟﾀﾝ 114 171 33.8 0 124 9.4 125 106 76.0 28.9 116 95.9 9 76.7

ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 94.3 133 129 107 82.3 85.3 109 93.1 72.0 57.3 106 71.7 108 86.7
ｸﾛﾙﾍﾞﾝｼﾞﾚｰﾄ 62.8 182 140 109 53.7 95.2 96.2 92.9 99.2 55.3 118 125 93.8 71.5

ＣＮＰ 132 111 105 97.0  121 106 174 86.8 84.7 82.2 136 79.6 111 109
ｶﾌﾟﾀﾎｰﾙ 132 187 55.4 17.9 87.6 47.9 316 103 96.9 0 167 97.1 0 77.4

ﾌﾞﾛﾑﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ 132 116 120 113 83.5 94.9 124 111 86.3 91.0 139 85.1 94.9 99.4
ﾒﾄｷｼｸﾛﾙ 148 114 102 108 71.5 99.9 112 97.8 92.9 83.6 94.2 64.5 106 92.2

ｼﾊﾛﾄﾘﾝ 124 107 109 114 110 105 29.8 101 78.6 92.1 104 79.2 20.5 *2) 
ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 67.9 129 141 116 85.4 88.3 123 118 83.8 88.9 154 94.9 84.3 104

ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 104 136 112 115 70.3 81.5 89.5 133 76.5 84.3 129 89.1 88.7 106
ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ 122 122 91.8 112 85.4 100 88.1 58.1 85.2 106 100 80.9 17.4 *2) 
ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ 159 139 114 121 79.9 89.4 110 103 86.8 108 137 92.1 104 105

ｴｸﾛﾒｿﾞｰﾙ 128 32.6 65.1 70.8 43.1 45.3 56.8 69.6 60.1 68.7 59.0  51.0  
ｷﾝﾄｾﾞﾝ *3) 39.5 75.2 49.5 48.0 53.0 61.6 75.8 60.6 114 69.4 59.0  

ﾌﾟﾛﾊﾟﾆﾙ 154 139 165 122 73.4 206 110 96.9 86.5 44.3 102 76.4 
ｱﾚｽﾘﾝ 180 98.9 116 114 56.8 72.9 83.3 107 73.2 57.9 81.1 77.2 

α-ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ 89.6 58.4 98.4 59.1 54.0 72.1 67.4 76.3 61.2 39.9 67.5 64.1 
β-ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ 149 79.0 108 87.4 72.7 54.8 62.1 81.1 72.0 32.7 84.2 65.8 

ＮＩＰ 145 76.7 108 90.4 52.0 100 95.8 97.2 57.6 71.9 86.6 68.8 
ﾆﾄﾗﾘﾝ 243 196 208 255 115 338 349 189 256 86.0 165 98.8 

ﾃﾄﾗﾒｽﾘﾝ 159 116 183 149 74.5 91.6 91.8 103 97.2 47.5 107 84.8 
ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 188 82.6 129 105 63.5 75.9 83.0 93.5 75.0 66.4 86.5 90.0  

ﾋﾞﾌｪﾉｯｸｽ 271 81.6 144 129 73.2 102 106 96.3 80.1 94.3 102 82.9 
ｼﾌﾙﾄﾘﾝ 189 90.6 145 118 32.1 80.0 81.3 105 66.8 77.5 85.3 97.4 

ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ 161 91.9 115 115 71.7 73.2 70.6 94.2 62.7 85.0 84.5 97.9 
ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 187 97.9 137 119 44.7 85.5 86.6 99.1 99.2 81.3 98.3 90.5 

ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ 204 99.5 134 120 62.9 85.4 88.8 94.0 71.5 96.6 105 92.7 

*1) 試料を均質化する際にリン酸を添加したもの   
*2) 該当画分を分析しなかったためにデータなし   
*3) 妨害ピークのために回収率を計算できなかったもの   

 

 



表４－２ 有機リン系農薬の回収率（単位：％  添加濃度：0.04μｇ/ｇ） 

 ﾚﾀｽ ﾊﾟｲﾅｯ
ﾌﾟﾙ 

ｷｳｨ ｷｭｳﾘ ﾌﾞﾄﾞｳ ﾚﾓﾝ 小 麦
粉 

大豆 ﾋﾟｰﾏﾝ ｼｮｳｶﾞ ﾊ ﾟﾊ ﾟｲ
ﾔ 

落 花
生 

ｲﾁｺﾞ ﾁ ｪ ﾘ ﾓ
ﾔ 

ｵﾚﾝｼﾞ

ﾒﾀｸﾘﾎｽ 86.8  604  130  55.4  50.2 130 87.7 120 73.4 62.1 215  197  159  60.4 47.4 
ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ 52.3  381  173  69.6  48.1 100 91.0 131 81.9 60.9 123  182  149  41.5 47.8 

ﾎﾚｰﾄ 55.5  197  95.3  38.4  50.4 84.0 58.3 80.6 40.8 66.3 114  174  119  40.5 61.7 
ｻﾘﾁｵﾝ 72.9  361  155  66.0  147 80.7 110 146 81.1 60.3 137  183  146  72.8 81.7 

ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 118  821  222  63.2  0.0 0.0 128 177 95.6 63.2 118  147  138  57.1 141 
ｴﾄﾘﾑﾎｽ 96.5  249  166  63.1  58.3 45.0 135 212 121 73.8 114  173  128  108 191 

IBP 105  240  177  71.8  96.2 80.4 131 200 101 65.5 120  173  125  88.5 71.5 
ｼｱﾉﾎｽ 79.2  283  167  91.2  80.9 100 118 153 84.1 60.1 141  224  140  74.2 89.6 

ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ 89.0  211  108  87.4  129 93.7 145 156 109 71.2 127  179  126  114 87.7 
ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 99.5  178  88.8  77.1  123 87.6 112 128 96.8 54.6 128  164  117  128 112 
ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ 86.9  0.0  0.0  67.8  0.0 0.0 86.4 133 123 60.5 116  185  101  80.8 85.0 
ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 151  375  121  115  73.4 321 108 209 105 64.2 197  159  134  62.5 147 

ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ 102  324  140  77.5  90.2 135 114 139 93.9 59.6 128  163  136  80.2 122 
ﾎﾙﾓﾁｵﾝ 64.1  322  185  83.1  71.8 109 91.9 146 90.1 57.8 120  175  144  43.5 66.5 

ﾏﾗﾁｵﾝ 78.8  214  92.1  82.6  72.9 91.8 127 135 86.5 60.5 118  152  121  46.1 62.3 
ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 118  527  284  74.9  80.7 378 98.6 125 108 66.9 115  139  131  63.3 68.1 

ﾊﾟﾗﾁｵﾝ 115  263  107  91.5  76.6 129 85.1 129 74.7 51.5 81.0  141  96  176 83.2 
ﾌﾞﾛﾓﾎｽｴﾁﾙ 111  194  81.5  128  160 131 172 138 64.8 64.4 83.2  145  141  83.1 204 

ｷﾅﾙﾎｽ 116  154  71.3  97.9  109 42.1 110 117 81.9 59.3 103  143  121  64.2 91.6 
ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ 89.4  140  86.0  86.7  78.0 93.7 134 125 79.0 48.9 101  131  123  68.0 66.7 
ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ 88.9  145  88.7  88.5  69.7 93.9 162 144 82.4 55.5 105  118  121  61.1 90.4 
ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ 62.7  186  116  92.8  60.5 80.6 158 146 95.7 56.5 113  165  140  33.7 68.1 

ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 120  249  184  113  60.9 121 168 140 90.0 77.2 96.6  78.9  130  80.1 77.2 
ﾌｪﾅﾐﾎｽ 78.4  144  0.0  82.7  42.2 0.0 124 82.4 69.7 60.4 206  29.2  25.3  84.1 42.5 

ｲｿｷｻﾁｵﾝ *１） 0.0  *1) 99.3  137 125 129 113 72.8 67.0 107  126  184  75.7 114 
ｴﾁｵﾝ 109  145  116  81.4  68.0 84.4 117 140 95.1 67.1 111  150  126  48.4 52.8 

ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ 87.7  211  145  102  103 85.5 93.6 141 104 62.9 112  156  139  51.7 87.7 
ﾌｪﾝｽﾙﾎﾁｵﾝ 86.7  120  24.3  101  112 0.0 91.3 156 93.4 57.8 109  164  106  74.8 62.9 

ｼｱﾉﾌｪﾝﾎｽ 97.9  396  113  120  86.5 98.4 117 107 73.7 50.1 132  152  84.5  74.2 334 
EPN 221  227  227  105  123 128 167 171 84.9 53.2 148  234  203  102 128 

ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ 273  192  148  114  134 130 100 147 84.8 48.8 97.3  196  229  53.5 65.2 
ﾎｽﾒｯﾄ 97.0  196  153  111  118 100 97.6 145 98.0 38.2 134  171  175  50.9 100 
ﾎｻﾛﾝ 248  184  170  105  115 113 133 141 82.9 62.9 123  191  158  52.8 209 

ﾋﾟﾗｸﾛﾎｽ 216  316  144  104  243 88.4 99.9 121 110 73.4 134  244  142  115 187 
ﾃﾙﾌﾞﾎｽ 52.8  284  206  96.0  33.8 81.6 82.5 151 38.3 37.9 142  138  101  60.5 59.1 

ﾎﾉﾎｽ 56.5  482  289  132  50.9 122 117 183 52.8 40.6 146  147  117  64.9 58.5 
ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝ 47.7  284  185  31.4  0.0 50.4 19.1 32.9 6.3 37.4 134  131  58.2  54.4 57.8 

ｼﾞｸﾛﾌｪﾝﾁｵﾝ 60.3  232  294  150  38.8 107 153 199 60.9 53.2 143  188  131  75.6 46.6 
ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ 60.0  348  252  152  51.2 84.3 103 209 73.0 51.2 144  198  162  55.9 66.9 

ﾌｪﾝｸﾛﾙﾎｽ 238  185  390  216  65.8 127 142 173 64.1 43.6 168  191  121  55.5 63.4 
ﾌｪﾝﾁｵﾝ 73.6  257  276  110  38.0 106 91.5 145 50.1 48.3 141  148  114  57.3 68.4 

ﾌﾞﾛﾓﾎｽﾒﾁﾙ 81.8  216  392  122  77.9 155 206 142 67.2 77.9 177  127  123  74.7 95.8 
ｲｿﾌｪﾝﾎｽ 96.5  156  158  185  58.1 90.0 163 143 129 60.8 172  178  173  297 49.2 

ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ 88.4  307  282  149  85.85 139 130 245 78.0 55.1 211  191  94.2  111 84.7 
ESPｽﾙﾎﾝ 0.0  0.0  0.0  137  0.0 22.0 85.8 210 77.1 40.9 139  160  0.0  48.6 78.2 

ﾌﾟﾛﾊﾟﾎｽ 58.6  489  188  114  222 109 120 159 64.7 47.9 144  109  121  115 147 
ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ 88.6  264  230  153  48.6 137 98.5 210 77.6 57.2 185  108  91.1  87.1 60.3 
ｽﾙﾌﾟﾛﾎｽ 97.5  145  170  103  49.2 90.8 71.1 155 56.4 53.1 134  141  118  60.7 84.6 
ﾄﾘｱｿﾞﾎｽ 114  312  142  229  128 87.3 170 200 126 62.5 113  147  160  155 79.0 
ﾚﾌﾟﾄﾎｽ 147  127  131  136  85.2 96.7 123 175 88.4 40.5 68.2  56.8  144  74.5 245 

ﾋﾟﾍﾟﾛﾎｽ 78.3  127  62.2  171  96.1 52.0 95.7 165 86.3 66.1 168  108  103  91.2 92.5 
ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ 199  0.0  0.0  155  206 2.1 109 165 128 59.2 142  133  0.0  112 114 

 *１） 標準溶液のクロマトグラムにピークがないため回収率を計算できなかったもの 

 



表４－３ 有機窒素系農薬の回収率 

     （単位：％  添加濃度：0.1μｇ/ｇ） 

 ﾊﾞﾅﾅ 玄米 ﾊﾟﾊﾟｲﾔ ｲﾁｺﾞ 

ﾌﾟﾛﾊﾟﾓｶﾙﾌﾞ 67.3  66.1  71.8 41.4 
ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ 82.6  72.5  96.0 90.3 

ﾋﾟﾘﾐｶﾙﾌﾞ 48.4  71.0  37.0 67.2 
ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 101  93.5  83.5 74.3 

ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 75.4  73.5  73.9 69.8 
ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 75.4  78.3  52.3 71.8 
ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ 67.4  86.2  93.1 47.7 

ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 67.5  83.5  85.1 77.3 
ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ 61.8  88.9  76.6 68.4 

ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ 62.2  97.9  85.1 73.1 
ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ 54.7  86.9  79.3 71.0 

ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 78.6  0.0  59.2 56.7 
ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 63.3  98.7  87.5 23.6 

ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ 65.0  91.7  76.9 66.5 
ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 73.6  118  87.0 78.4 

ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 63.8  98.9  88.2 81.2 
ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ 83.9  115 *1) 64.4 
ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 69.1  98.6  98.9 61.8 

ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ *1) 124  83.7 41.0 
ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ 85.5  118  86.5 14.6 
ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 80.2  91.5  142 127 

*1):妨害ピークのために回収率が計算できなかったもの 

 

表４－４ Ｎ－メチルカーバメート系農薬の回収率 

     （単位：％  添加濃度：0.2μｇ/ｇ） 

 ﾓﾓ ﾅｽ 

ｵｷｻﾐﾙ 97.9  97.9 
ﾒｿﾐﾙ 95.1  101 

ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞ 71.2  0.0 
ﾒﾄﾙｶﾙﾌﾞ 91.2  100 

ＰＨＣ 93.9  104 
ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 98.0  104 

ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 96.2  103 
ｷｼﾘﾙｶﾙﾌﾞ 94.1  97.9 

ＸＭＣ 91.3  96.7 
ｴﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 100  0.0 

ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 91.8  96.3 
ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 93.0  87.4 
ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ 86.9  43.9 

ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞｽﾙﾎｷｼﾄﾞ 22.2*2) 47.2*2) 

*2):ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞに換算したもの 

 

 



 

表５－１ 平成９年度の検査検体数と項目数及び検出検体数と項目数 

項          目          数*2)  
検体数*1) 

有機リン系 塩素,ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ 有機窒素 Nﾒﾁﾙｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 合計 
玄米 0 / 2 0 / 84 0 / 82 0 / 26 0 / 40 0 / 232 

小麦粉 2 / 10 2 / 504 0 / 410 0 / 78 0 / 0 2 / 992 
大豆，ｻﾔｴﾝﾄﾞｳ 0 / 3 0 / 148 0 / 127 0 / 26 0 / 20 0 / 321 

落花生 0 / 3 0 / 147 0 / 132 0 / 0 0 / 48 0 / 327 
ﾁｪﾘｰ，ﾓﾓ 0 / 4 0 / 192 0 / 167 0 / 52 0 / 0 0 / 411 

ｵﾚﾝｼﾞ 5 / 7 5 / 316 1 / 84 0 / 26 0 / 0 6 / 426 
ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂ 2 / 7 3 / 317 0 / 126 0 / 39 0 / 0 3 / 482 

ﾐｶﾝ 0 / 2 0 / 89 0 / 86 0 / 13 0 / 0 0 / 188 
ﾚﾓﾝ 1 / 5 1 / 218 0 / 0 0 / 0 0 / 0 1 / 218 

なし，りんご 2 / 3 1 / 136 2 / 123 0 / 13 0 / 20 3 / 292 
ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟﾙ 0 / 3 0 / 136 0 / 128 0 / 26 0 / 0 0 / 290 

ｷｳｨ 0 / 6 0 / 288 0 / 172 0 / 52 0 / 40 0 / 552 
ﾊﾞﾅﾅ 10 / 11 2 / 556 0 / 287 9 / 65 0 / 223 11 / 1131 

ﾊﾟﾊﾟｲﾔ 1 / 3 0 / 156 3 / 123 0 / 0 0 / 57 3 / 336 
ﾏﾝｺﾞｰ 1 / 2 1 / 101 0 / 85 0 / 0 0 / 35 1 / 221 

ｱﾎﾞｶﾄﾞ,ｷﾜﾉ,ﾁｪﾘﾓﾔ 1 / 4 0 / 188 1 / 170 0 / 0 0 / 38 1 / 396 
ｲﾁｺﾞ 0 / 3 0 / 181 0 / 132 0 / 0 0 / 16 0 / 329 

ｶｷ 0 / 1 0 / 52 0 / 41 0 /  0 / 20 0 / 113 
ﾒﾛﾝ,ｽｲｶ 0 / 3 0 / 151 0 / 126 0 / 26 0 / 16 0 / 319 

ﾌﾞﾄﾞｳ 0 / 3 0 / 143 0 / 126 0 / 0 0 / 16 0 / 285 
ﾊｸｻｲ,ｷｬﾍﾞﾂ,ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ,大根 1 / 5 0 / 252 1 / 171 0 / 39 0 / 40 1 / 502 

ﾊﾞﾚｲｼｮ,ｻﾄｲﾓ 0 / 3 0 / 143 0 / 129 0 / 0 0 / 16 0 / 288 
ｶﾎﾞﾁｬ,ｷｭｳﾘ 2 / 5 0 / 249 1 / 220 0 / 13 0 / 48 1 / 530 

ﾚﾀｽ,ｺﾞﾎﾞｳ,春菊 1 / 4 0 / 191 2 / 176 0 / 13 0 / 36 2 / 416 
ﾆﾝｼﾞﾝ 0 / 1 0 / 66 0 / 44 0 /  0 /  0 / 110 

ﾄﾏﾄ,ﾅｽ,ﾋﾟｰﾏﾝ 0 / 7 0 / 314 0 / 298 0 / 52 0 / 41 0 / 705 
ﾈｷﾞ,ﾀﾏﾈｷﾞ,ｱｽﾊﾟﾗ 0 / 10 0 / 494 0 / 419 0 / 78 0 / 60 0 / 1051 

ｼｮｳｶﾞ 0 / 1 0 / 42 0 / 41 0 / 13 0 / 20 0 / 116 
乾燥果実 0 / 5 0 / 216 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 216 
冷凍えび 0 / 10 0 / 0 0 / 265 0 / 0 0 / 0 0 / 265 

冷凍枝豆，ｺｰﾝ 1 / 3 1 / 149 0 / 82 0 / 0 0 / 40 1 / 274 
食肉 0 / 13 0 / 0 0 / 312 0 / 0 0 / 0 0 / 312 

茶 0 / 6 0 / 276 0 / 204 0 / 0 0 / 0 0 / 480 
合  計 30 / 158 16 / 6495 11 / 5088 9 / 650 0 / 890 36 / 13126

＊１） 検出検体数／検査検体数 
＊２） 検出項目数／検査項目数 

 

表５－２ 検出した農薬とその濃度 

食 品 名 検 出 農 薬 （濃度：μｇ／ｇ） 

小麦粉 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ(0.05,0.06) 
ｵﾚﾝｼﾞ ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(0.02,0.06,0.13) ,ｼﾞｺﾎｰﾙ(0.01) ,ﾊﾟﾗﾁｵﾝ(0.01) ,ﾏﾗﾁｵﾝ(0.02) 

ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂ ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ(0.03) ,ｴﾁｵﾝ(0.02) ,ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(0.24) 
ﾚﾓﾝ ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(0.31) 
なし ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(0.09) ,ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ(0.01,0.02) 

ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ(0.04 ,0.13 ,0.17 ,0.17 ,0.60, 0.72) ,ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ(0.20, 0.34 ,0.38) 
ﾊﾞﾅﾅ 

ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(0.01, 0.02) 
ﾊﾟﾊﾟｲﾔ ｼﾊﾛﾄﾘﾝ(0.15) ,ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ(0.06) ,ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(0.08) 
ﾏﾝｺﾞｰ ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ(0.02) 
ｱﾎﾞｶﾄﾞ ｼﾊﾛﾄﾘﾝ(0.05) 
ﾊｸｻｲ ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ(0.07) 
ｷｭｳﾘ ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ(0.02, 0.07) 
春菊 ｷｬﾌﾟﾀﾝ(2.5) 

冷凍枝豆 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ0.03) 

 


